
のうち、 歳以上が過少に代表されることに関し

ては、スマートフォンのみを対象とする調査によ

るものと推測される。ただ、高齢層におけるスマ

ートフォン保有率は年々顕著な増加傾向を示し

ており、今後の改善が期待されるところである。

調査結果の精度については、情勢調査、投票行動

調査ともに高く、異なる調査方法により実施され

た各種の調査結果と同等のレベルもしくはそれ

以上であることが確認された。今後の、人々のラ

イフスタイルおよびコミュニケーション・ツール

の変容を想定すれば、本論「 」 で列挙した「

サーベイ」の特性の効用がさらに発揮され、スマ

ートフォン・オンリーのインターネット調査が世

論動向把握のための不可欠な手法として、定着し

ていくことが期待される。

（株式会社社会調査研究センター）

注）「 サーベイ」の商標登録

図表 投票行動調査と開票結果の相関 

図表 出口調査と開票結果の相関 

図表 投票行動調査と

出口調査の的中候補者の数 
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〔日本記者クラブ会見： 衆院選から民意を読む 〕

総選挙

― 有権者はどう対応したのか？ －

松本正生

埼玉大学名誉教授

○司会者 時間になりましたので、始めます。今

回の総選挙は事前に発表されました予測と大きく

違いまして、自民党の という絶対安定多数と

いう結果になりました。今日は、埼玉大学名誉教

授の松本正生さんにお越しいただきました。

選挙後の恒例となっておりますけれども、松本

先生は世論調査、選挙分析における第一人者であ

る。また、さきの衆議院選の結果に加えて、横浜

市長選や、参議院の静岡補選での調査も踏まえ

て、今回も民意を読み解いていただきたいと思い

ます。

それでは、松本さん、よろしくお願いいたしま

す。

○松本 こんにちは。松本でございます。よろし

くお願いします。

先般、７月にも、都議選が終わった後にお声を

かけていただいて、お話をする機会を得ました。

そのときはこのフロアに誰もいらっしゃらない、

荒野に叫ぶ声という感じでしたので、今日はこう

いう形で聴いてくださる方がいらっしゃって、非

常に緊張感のある会見となりました。ありがとう

ございます。

例によって、調査データに基づきながら今回の

総選挙の結果をどう読み解くかというお話ですけ

れども、私が話すべき役割は、世論調査について

ということになるかと思います。主として私の場

合は、選挙で言えば情勢調査の方に深く関わって

いて、出口調査には関わっておりません。ただ、

今回は、特に出口調査が非常に厳しい状況でした

ので、それも含めて話をしろというご要望です。

なるべくその辺にも触れたいと思います。後半

で、情勢調査のことを中心に、調査方法について

整理したいと思います。よろしくお願いいたしま

す。

それでは、スライドに従ってお話ししていこう

と思います。

〔スライド 〕
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〔スライド 〕ですけれども、今回の選挙につ

いて、最初に少しまとめをしておかなければいけ

ませんので、今日のあらすじに従って説明しま

す。

１．第 回総選挙の意義

１番目は、今回の総選挙をどう捉えるのかとい

うことですけれども、意義があるとすれば、私は

このように捉えています。言うまでもなく、総選

挙の直前に自民党の総裁選があってイベント的な

盛り上がりを示したわけです。新しく岸田首相が

誕生した。そのことに対して、野党側は「トップ

が替わっただけでは自民党は変わらない」と批判

をされました。総選挙の結果として見れば、その

批判が野党側に跳ね返ってきた。野党が変わらな

ければ自民党は変わらないんだという結果が示さ

れたのかなと。

もう一歩踏み込んで言えば、野党に対して、こ

れ以上の甘えは許されませんよという結果が示さ

れた。これが１つの意義かと思います。「与党は

有権者をなめている。野党は有権者に甘えてい

る。」どっちもどっちというのが今の政治のあり

様かなとは思うのですが、世間のみなさんは、自

民党になめられているということに関して、あま

り気にしていらっしゃらないようですね。

立民、共産に対する第３極というのが野党の中

で生まれようとしていて、そういう競合関係の中

でどこが生き残るのか、私には分かりません。い

ずれにせよ、野党の立て直しが不可欠であること

が確認できたということだけでも、良しとすべき

ではないかと思っています。

第二からが本題で、私の役割ですけれども、有

権者の対応をどう見たらいいのかという話です。

基本的に与野党の伯仲を多くの方が望まれていた

ことは間違いないのですが、それを望む人たちの

間で、投票日直前に、自制が働いたのではないか

と見ております。今回の選挙戦はスローガン選挙

だったと思います。「自民は変わらない」に対し

て、「立・共に政権を委ねていいのですか」と、

そういうスローガンが上滑りした選挙だった。逆

に言えば、政策争点なき選挙で、有権者にしてみ

れば社会の雰囲気とかムードで判断するしかなか

ったと思います。そうした中で、メディアからは

自民党が過半数割れするかもしれないという報道

があり、総選挙直前の１週間前には参議院の補欠

選挙があって、静岡で野党側が勝利した。これは

自民党の逆バネになったと評価されているようで

すけれども、事実として自民党が苦戦していると

いう結果が示されて、そうした社会の雰囲気とい

いますか、ムードを有権者はどう受け止めたの

か。伯仲を望む人たちが最後のところで思い悩

み、投票を控えた人が結構いたのではないかと。

投票するとすれば、基本的に伯仲を望むけれど

も、政権交代によって立・共に政権を委ねるとい

うことは当然望まないわけですから、そうではな

い選択肢である維新にという形で、二手に分かれ

たのではないかと思います。

投票しないという自制に関しては、次のような

傍証をあげることができるでしょう。私は今回の

選挙戦、願わくば投票率が６割いってほしいと思

っていました。冷静に見積もって、 ～ ％ぐら

いはいくだろうと。期日前の傾向等々、盛り上が

りがない中でもそれなりにいってくれるだろうと

思ってました。

「おや？」と思ったのは、期日前投票を見てい

て、直前の金、土にピタッと止まってしまったこ

とでした。普通、期日前投票というのは最終盤の

金曜日と土曜日に集中するわけです。例えば、前

回の 年は、金曜日と土曜日の 日間で期日前

投票全体の半分近くいくわけです。土曜日だけ

で、期日前全体の３割ぐらいを占めています。と

ころが今回は、土曜日の比率が全体の２割弱ぐら

いだったと思うので、前回と今回の期日前投票の

票数を比較すると、土曜日１日だけで前回に比べ

て 万票ぐらい減っています。そういうところ

を見て、「あ！」という感じがしました。やはり

最後に差し控えたというか、自制した人たちもい

たのではないかと見立ててこういう言い方をしま

した。

それから、第三は、一番お話ししたくないので

すけれども、「報道機関の課題」ということで、

私は事前予測のための情勢調査に関わっているの

で、そちらについて言えば、調査方法が大きく変

わって、各社がそれぞれ別々の調査手法を選ぶよ

うになりました。今までは同じ手法で情勢調査を

やっていたので、当たっても当たらなくても一蓮

托生みたいなところがあったわけですけれども、

これからは、いわゆる戦国時代といいますか、そ

ういうことになっていく。要は、これはコストの

面もあるのですけれども、対象とする社会が変わ

ってきていてそれにどう対応するのかということ

で、調査のルールチェンジが求められているとい

うのが背景にあるというお話になります。出口調
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〔スライド 〕ですけれども、今回の選挙につ

いて、最初に少しまとめをしておかなければいけ

ませんので、今日のあらすじに従って説明しま

す。

１．第 回総選挙の意義

１番目は、今回の総選挙をどう捉えるのかとい

うことですけれども、意義があるとすれば、私は

このように捉えています。言うまでもなく、総選

挙の直前に自民党の総裁選があってイベント的な

盛り上がりを示したわけです。新しく岸田首相が

誕生した。そのことに対して、野党側は「トップ

が替わっただけでは自民党は変わらない」と批判

をされました。総選挙の結果として見れば、その

批判が野党側に跳ね返ってきた。野党が変わらな

ければ自民党は変わらないんだという結果が示さ

れたのかなと。

もう一歩踏み込んで言えば、野党に対して、こ

れ以上の甘えは許されませんよという結果が示さ

れた。これが１つの意義かと思います。「与党は

有権者をなめている。野党は有権者に甘えてい

る。」どっちもどっちというのが今の政治のあり

様かなとは思うのですが、世間のみなさんは、自

民党になめられているということに関して、あま

り気にしていらっしゃらないようですね。

立民、共産に対する第３極というのが野党の中

で生まれようとしていて、そういう競合関係の中

でどこが生き残るのか、私には分かりません。い

ずれにせよ、野党の立て直しが不可欠であること

が確認できたということだけでも、良しとすべき

ではないかと思っています。

第二からが本題で、私の役割ですけれども、有

権者の対応をどう見たらいいのかという話です。

基本的に与野党の伯仲を多くの方が望まれていた

ことは間違いないのですが、それを望む人たちの

間で、投票日直前に、自制が働いたのではないか

と見ております。今回の選挙戦はスローガン選挙

だったと思います。「自民は変わらない」に対し

て、「立・共に政権を委ねていいのですか」と、

そういうスローガンが上滑りした選挙だった。逆

に言えば、政策争点なき選挙で、有権者にしてみ

れば社会の雰囲気とかムードで判断するしかなか

ったと思います。そうした中で、メディアからは

自民党が過半数割れするかもしれないという報道

があり、総選挙直前の１週間前には参議院の補欠

選挙があって、静岡で野党側が勝利した。これは

自民党の逆バネになったと評価されているようで

すけれども、事実として自民党が苦戦していると

いう結果が示されて、そうした社会の雰囲気とい

いますか、ムードを有権者はどう受け止めたの

か。伯仲を望む人たちが最後のところで思い悩

み、投票を控えた人が結構いたのではないかと。

投票するとすれば、基本的に伯仲を望むけれど

も、政権交代によって立・共に政権を委ねるとい

うことは当然望まないわけですから、そうではな

い選択肢である維新にという形で、二手に分かれ

たのではないかと思います。

投票しないという自制に関しては、次のような

傍証をあげることができるでしょう。私は今回の

選挙戦、願わくば投票率が６割いってほしいと思

っていました。冷静に見積もって、 ～ ％ぐら

いはいくだろうと。期日前の傾向等々、盛り上が

りがない中でもそれなりにいってくれるだろうと

思ってました。

「おや？」と思ったのは、期日前投票を見てい

て、直前の金、土にピタッと止まってしまったこ

とでした。普通、期日前投票というのは最終盤の

金曜日と土曜日に集中するわけです。例えば、前

回の 年は、金曜日と土曜日の 日間で期日前

投票全体の半分近くいくわけです。土曜日だけ

で、期日前全体の３割ぐらいを占めています。と

ころが今回は、土曜日の比率が全体の２割弱ぐら

いだったと思うので、前回と今回の期日前投票の

票数を比較すると、土曜日１日だけで前回に比べ

て 万票ぐらい減っています。そういうところ

を見て、「あ！」という感じがしました。やはり

最後に差し控えたというか、自制した人たちもい

たのではないかと見立ててこういう言い方をしま

した。

それから、第三は、一番お話ししたくないので

すけれども、「報道機関の課題」ということで、

私は事前予測のための情勢調査に関わっているの

で、そちらについて言えば、調査方法が大きく変

わって、各社がそれぞれ別々の調査手法を選ぶよ

うになりました。今までは同じ手法で情勢調査を

やっていたので、当たっても当たらなくても一蓮

托生みたいなところがあったわけですけれども、

これからは、いわゆる戦国時代といいますか、そ

ういうことになっていく。要は、これはコストの

面もあるのですけれども、対象とする社会が変わ

ってきていてそれにどう対応するのかということ

で、調査のルールチェンジが求められているとい

うのが背景にあるというお話になります。出口調
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査に関しては、今回一番話題になっているのでし

ょうけれども、人を使った出口調査というのがな

かなか大変になってきていると思います。我々は

新しい手法を考えていますので、その辺のお話を

したいと思います。私は社会研究調査センターと

いう会社も抱えていますので、そちらで実施した

調査データを基に説明します。

我々、社会調査研究センターにはオリジナルの

調査が２つございます。

１つ目が、〔スライド 〕の「ノン・スポーク

ン調査」というものです。私が名前をつけて、こ

れがトレードマークに当たるのですけれども、ま

ずは調査方法をご説明して、それからデータにつ

いて見ていこうと思います。

〔スライド 〕

今回、共同通信社と毎日新聞社が公示日の 月

日と翌 日におやりになった調査、いわゆる

「序盤情勢調査」、これを私どもが受託して、こ

れから説明するノン・スポークン調査という調査

手法で実施しました。もちろん、予測はそれぞれ

の社がおやりになるので我々はデータを提供する

だけですけれども、ノン・スポークン方式のミッ

クスモード調査結果に基づいています。今回の情

勢調査の方法については、データのクレジットの

問題があるのでそれに即してはお話できませんけ

れども、我々社会調査研究センターが定例で毎月

実施しております内閣支持率、政党支持率の全国

世論調査の方法に従って説明したいと思います。

情勢調査も基本的にこれと同じやり方です。

ランダムに作成した電話番号に架電して、この

場合はオートコール 方式 になりますけれど

も、スマートフォンであれば、承諾された方にシ

ョートメールを送って回答してもらう。ですか

ら、その先はスマートフォンの 画面で回答し

てもらうということをメインにした調査方法で

す。

〔スライド 〕がそのイメージ図になります。

定例調査では 人規模で全国調査をやってお

ります。基本的にスマートフォンがメインで全体

の７割、それから固定電話が３割ということで、

カバレッジをよくするという設計になっていま

す。

具体的にどんなやり方なのか、皆さんが調査対

象になった場合にはどういう形で対応すればいい

のかというプロセスを〔スライド 〕でお示しし

ました。

〔スライド 〕

考え方としてはルールチェンジのところと関わ

るのですけれども、対象者本位、つまり、こちら

の都合に合わせてもらうのではなくて、対象者の

都合を優先するというやり方にルールチェンジし

ていこうという考え方です。都合というのは、社

会におけるコミュニケーションスタイル、ライフ

スタイルと言ってもいいかもしれません。いわゆ

る、電話を使った からメッセージ

をやり取りするという形に変わってきているの

で、それに合わせようという手法です。皆さんが

対象者になったとすれば、基本的にランダム番号

で架電されますので、生の人の声ではなくて、自

動音声で調査の依頼がかかってまいります。受け

てもいいという方はプッシュボタンをプッシュし

ていただくと、今度はショートメールで が表

示されます。ここからは電話調査ではなくて

調査に切り替わりますが、その をタップして

いただくと、スマホの画面がインターネットに転

移しここでご回答いただくという形です。終わっ
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たら「送信」を押していただくことになるわけで

す。したがって、会話は一切なくて、インターネ

ット調査の要領でお答えいただいて、回答を返信

していただくという形になります。

なぜそうしたのかというと、理由は３つありま

す。最初に、レスポンスということを考えたと

き、対象者の保有するデバイスを前提として調査

を設計する必要がある。したがって、メインはス

マートフォン、ご年配の方は固定電話ということ

になるので、これらを調合するというやり方で

す。

もう１つは、最もルールチェンジに関わること

ですが、従来の電話調査ように、オペレーター

調査員 との会話を通じて、オペレーターが聞き

取って回答を作成するというやり方ではなくて、

対象者に直接回答を寄せていただくという、要す

るに、回答様式を完全にルールチェンジしようと

いう方法です。

さらに言えば、現在、有権者全体の ％ぐらい

の方がスマートフォンをお持ちになっているわけ

ですから、これからの世論調査というのはスマー

トフォンにどうリーチするのかということにかか

っているので、このような手法にいたしました。

これが私どもの情勢調査や定例調査で採用してい

る方法です。

２．有権者の対応

ここで、ノン・スポークン調査による衆院選直

前の全国調査の結果を、〔スライド 〕でちょっ

とおさらいしておきましょう。

〔スライド 〕

岸田内閣が誕生したのが 月 日だと思います

が、これは 日と 日に行った緊急の全国世論調査

における支持率・不支持率の結果です。全体で、

支持率が ％、不支持率が ％でしたが、これを

年齢別にしました。他社の調査と同様に、我々の

調査でも常に ～ のところは、何かイベントが

あったり、新たに政権ができたりすると、跳ねる

といいますか、そういうところがあります。これ

を私は「デフォルト支持」と表現しています。言

い替えると、「正解の選択」という意味合いかな

と思っていて、ご本人たちはそれをどれだけ意識

しているのか。そもそも、我々年配の人間は若い

人の内閣支持率が高いことを非常に気にしますけ

れども、当の若い方たちにお聞きすると、年齢別

に見た場合に自分たちが突出して支持率が高いと

いうことをそれほど認識していない。「あ、そう

なんですか」という感じの反応なので、それをほ

じくって、なぜそうなのかというのをどこまで解

明できるだろうかと。「若者の内閣支持率が高い

のはなぜか」としばしば取材で聞かれるのですけ

れども、ご本人たちが理由の分からないものを私

がお話しできようかと思っています。

支持－不支持の形状としては、 月ごろの菅内

閣に比べて支持率が上がり、各年齢で支持が不支

持よりも高めにはなりましたが、 代以上のご年

配のところでは拮抗しており、総選挙ではどうな

るかが何とも読み切れないという構図でした。

内閣支持率と政党支持率の推移をお見せする

と、〔スライド 〕のようになります。

〔スライド 〕

表中の の数値は、菅内閣の内閣支持率が底

だった時期です。内閣支持率、自民党支持率とも

に最も低落していて、横浜市長選があった時期に

相当します。次に、 月 の定例というの

は、菅さんがお辞めになるということになって自

民党総裁選に向かう時期です。辞任を表明し総裁

Policy & Research No.22 (March 2022) 52
Policy & Research No.22 (March 2022) 52



たら「送信」を押していただくことになるわけで

す。したがって、会話は一切なくて、インターネ
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閣に比べて支持率が上がり、各年齢で支持が不支

持よりも高めにはなりましたが、 代以上のご年
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選となった段階で、内閣支持率がグンと上がりま

す。それとともに、引上げ効果によって、自民党

の支持率も上昇しました。

では、新しい内閣ができてどうなのかというこ

とですけれども、岸田内閣に替わった、先ほどの

月 日、 日の支持率がこれです。内閣支持率自

体は菅政権に比べて上がっているのですけれど

も、自民党支持率はどうなのかというと、実は引

上げ効果がなかったということで、これもまた総

選挙はどうなのか、なかなか読みにくいという調

査結果でした。

もう１つ、直前の全国調査の結果を紹介しま

す。

〔スライド 〕は、当然選挙直前ですので、政党

支持率、内閣支持率だけではなくて、「比例はど

こに入れますか」を聞いた結果の年齢別グラフで

す。

〔スライド 〕

一番左の 月 日の調査では、このような結果

になりました。自民党に投票するという方が全体

で 、立民に投票するという人の割合が で、

差はあるのですけれども、ポイントとなる 代、

歳以上のところで拮抗している。言わずもがな

ですが、有権者数からいって、ボリュームが多い

だけではなく投票率も高いので、最近の国政選挙

では 代以上が投票した人全体の５割を超えてい

ますので、この年代で拮抗しているというのが非

常に大きいわけです。これでは次の総選挙はなか

なか厳しいだろうと、誰もがお思いになっていた

だろうという結果でした。

真ん中の、菅さんがお辞めになった 月 日、

自民党がグッと上がって差が大きく開きました。

どの年代でも自民党に投票する人が多数となり、

この流れがさらに岸田新政権の登場で加速するか

と思っていたのですけれども、右側の 月調査

は、なんとも読み切れない結果になりました。一

番若い ～ 歳では内閣支持率と同じように跳ね

る上がるのですが、自民党の比率自体はそれほど

変わらず、この時点で自民党に投票するという比

率は全体で ％だったと思います。他方、立民に

投票するという割合は ％だったと思いますの

で、こちらもほとんど変化はない。立民もそれほ

ど上がらない中で、 代から 代あたりの差は

月に比べたら少し縮んだかなというところです。

でも、肝心要のご年配のところは差が開いたまま

で、こういう形で選挙戦に突入することになりま

した。

では、選挙期間中はどうだったのか。バトンタ

ッチして、もう１つの我々のオリジナル調査であ

る「 サーベイ」の結果でお話します（〔スライド

〕）。

〔スライド 〕

「 サーベイ」の「 」は の「 」ですけ

れども、私ども社会調査研究センターと ドコ

モさんで共同開発した、全く新しい調査手法で

す。ドコモさんの「プレミア会員」という ポイ

ントクラブの会員で、なおかつ「メッセージ 」

というメールによる調査アンケートの送信を承諾

してくださっている方たちが現在、全国に

万人 年 月末現在 いるそうです。ちょうど有

権者の半分ということになります。ドコモの ポ

イントクラブ会員、すなわち、個人所有のスマー

トフォンに限定されるので、最初から企業とか会

社所有のスマートフォンは入っていない。

また、これは電話調査とは全く質が違いまし

て、スマートフォンだけを対象にしたインターネ
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ット調査です。最初から最後までインターネット

調査でして、電話調査ではありません。特定のプ

レミア会員を対象にしたインターネット調査で何

が分かるのかというご批判・ご疑問を頂くのです

けれども、後でエビデンスを示したいと思います

が、我々の「 サーベイ」の特徴について、３つ

に分けてお話しできるかと思います（〔スライド

〕）。

〔スライド 〕

情勢調査では、プレミア会員の方たちは地域情

報を保有しているので、基本的に選挙区単位で

「誰に」・「どの党に」ということを聞くことが可

能です。それから、もう１つ、我々は「投票行動

調査」と言っていますけれども、人を使った今ま

での出口調査ではなく、投票日当日にメッセージ

でプレミア会員の方たちに「誰に入れました

か」、「どこに入れましたか」とインターネットで

お聞きするという、人を使わない新たな出口調査

も可能です。「出口調査」と区別するために、「投

票行動調査」と呼んでいます。情勢調査と出口調

査、この両方に使用できるということです。

「 万人いる」と申しましたけれども、人

口構成に比例した形で全国に満遍なく会員がいら

っしゃるので、パネル自体がおのずと有権者の縮

図になっているという利点があります。

それから、携帯電話ではないので、選挙区単

位・都道府県単位といった地方選挙など、特定地

域を対象とした調査を実施することができる。

さらに、インターネット調査ですので、オペレ

ーターが電話で読み上げる調査 「耳で聞く」調

査 ではありません。「目で見る」調査ですから、

質問・回答選択肢に関して一覧性を確保すること

ができます。したがって、候補者を順番に読み上

げる必要がなく、全候補者を画面で一覧にして答

えていただけるので、いわゆる「初頭バイアス」

を低減させることが可能です。１つの選挙区で同

じ政党から複数の候補者が出たりすると、どうし

ても最初の人に偏ることがあるといったことが解

消される。耳で聞く調査ではなくて、目で見る調

査の特性と言えるでしょう。

これらを投票行動調査として使うと、さらに次

の２つの特性が加わります。有人による既存の出

口調査は人を張りつけなければならないので、当

日の出口調査、それから期日前と、別々に実施し

なければならないわけです。今回、出口調査を当

日と期日前の両方でおやりになって、それをコン

バインされている社もあれば、別々にお使いにな

っている社もあるので、その辺、出口調査のパフ

ォーマンスがなかなか厳しかったことをどのよう

に総括されるのか。ノウハウに関わる話でもある

ので、各社の担当者の皆さんによる説明を待ちた

いと思います。

いずれにせよ、「 サーベイ」では、時制の制約

がありません。投開票日当日に「今回の選挙でど

こに入れましたか」、「誰に入れましたか」という

のを網羅的に聞くことができますので、期日前投

票をした方のお答えもフォローできるという利点

があります。

それから、２点目、これは実際に関わってみて

すごいなと思ったのですけれども、時間だけでな

く、場所の制約もクリアすることができる。つま

り、地点を抽出する必要がないわけです。マクロ

的に全部網かけできますので、回答者の構成が投

票者のきれいな縮図になるということが可能です

し、我々も実際にやってみてその精度に驚いてい

るところがあります。

加えて、もう１つ、従来できなかったことがで

きます。どういうことかというと、今までの情勢

調査は電話を中心とした 調査、そして出口調

査は人を使った対面調査ということで、調査方法

が全く違ったわけですね。そうすると、両調査結

果の比較が難しいという限界が付随しました。け

れども、我々の「 サーベイ」ですと、情勢調査

も投票行動調査も全く同じ手法で実施しますの

で、その間の比較が可能になった。後でその結果

をお見せします。

ということで、ちょっと宣伝も兼ねていますけ

れども、新しい調査方法を開発いたしました。既

に実装に移っております。
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し、我々も実際にやってみてその精度に驚いてい

るところがあります。

加えて、もう１つ、従来できなかったことがで

きます。どういうことかというと、今までの情勢
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先ほどの投票行動調査の２番目の話の証拠にな

るのですけれども、これが例の 月 日、菅政権

に決定的なダメージを与えた横浜市長選挙におい

て、投票日当日に「誰に入れましたか」と聞いた

投票行動調査の結果です（〔スライド 〕）。

〔スライド 〕

右側が我々の「 サーベイ」の結果で、これら

は補正していない生 ナマ の数値です。左側が実

際の開票結果の比率です。上位の方はもちろん、

一番下位の方までぴったりという結果になりまし

た。これを担保しているのは何だろうかというこ

とで、理由は幾つかあるのですけれども、 つに

は、期日前投票も捉えられるということが大きい

かと思います。

もう つの理由は、〔スライド 〕で確認でき

ます。

〔スライド 〕

ご存じのとおり、横浜市には区が あります。

今回の横浜市長選の投票率は、確か ％ぐらいだ

ったかと思いますが、これは投票した 万人の

区別の比率です。投票された方たちの全体の中

で、それぞれの区における投票者がどれぐらいの

割合に相当するのかという比率です。右側の我々

の「 サーベイ」は 人に過ぎないのですけれ

ども、ご覧いただくと、それらがほぼ一致する。

これは決して割りつけではなく、横浜市の有権者

という形でマクロに送信して得られた結果が、自

動的にこういう感じで投票者の縮図になるという

ことが立証されまして、また自信を深めたという

次第です。

さて、次の話に移ります。これは参院の静岡補

選に関する調査結果です。参院静岡補選が衆院選

の投開票日１週間前の 月 日に調査が行われ、

なおかつ野党系候補者が勝ちました。この結果の

インパクトが議論になっていて、アナリストの皆

さんは「これが逆バネになった」という評価をさ

れているようです。参院補選で投票された方たち

に、「１週間後の衆院選でどこに投票しますか」

ということをお聞きした「 サーベイ」投票行動

調査の結果です（〔スライド 〕）。

〔スライド 〕

上の表は、「小選挙区では与党の候補者、野党

の候補者のどちらに入れますか」の回答結果で

す。野党系の山崎氏が勝った実際の参院補選に

ついては、「山崎さんに投票した」という回答

が、 代以上では全ての年齢で与党系候補をリ

ードしておりました。来たるべき衆院選も同様

であるならば、 代以上は同じように「野党系

の候補者に投票する」割合が与党系候補を上回

るはずなのですけれども、衆院選についてはそ

うではない。接戦ではあるけれども、参院補選

での結果とはちょっと違う。この結果をどう読

むのか、大変微妙でした。
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各社の出口調査では、このとき投票された方の

中で、支持政党なし層の７割が野党系の人に入れ

たということが話題になり、紙面をにぎわせまし

た。私どもの調査結果でも、投票された方たちの

中で「支持政党なし」が ％ほどおりましたけれ

ども、その方たちのうちの ％が野党系の方に入

れたとお答えになりました。下の表は、 を占

めた「支持政党なし」の人たちに、「では、来週

はどうしますか」と聞いた結果です。小選挙区に

関して野党系の候補者に入れると答えた方が多い

ですし、比例も立憲民主のほうが自民党を上回っ

てはいるのですが、まだ決めてないという人の比

率も多く、無党派層が野党系を圧倒的に支持した

補選とは別次元なのかとも読み取れます。この結

果をどう読んだらいいのか。これが、実際の選挙

期間中の参院補選における「 サーベイ」の結果

でした。

次からは、今回の衆院選で私どもがオリジナル

調査として実施した３回の「 サーベイ」の結果

です（〔スライド 〕）。

〔スライド 〕

公示は 月 日でしたけれども、公示前の 日

～ 日に、全国 選挙区それぞれの小選挙区で

「どなたに入れますか」と予定を聞きました 公

示前調査 。その回答者が 万です。 日～ 日

にも同じ調査を行いました 中盤調査 。それか

ら、 日～ 日の投票行動調査では、実際に投票

した方に「誰に入れましたか」と聞きました。

表中の数値は、候補者ごとの比率を足し合わせ

て政党別に表示した結果です。右側の二つのコラ

ムの数値、すなわち、自民党、立憲民主党、日本

維新の会に関する投票行動調査の結果と選挙結果

とがぴったり一致する。このことがお分かりいた

だけると思います。

また、「決めていない」という方が相当数い

て、今回は皆さん結構迷っていらっしゃった。特

に、小選挙区でそのことがうかがえます。

それから、括弧 内の数値を比較していた

だきたいのですけれども、これは、「決めていな

い」を除いた、誰に入れるのかという名上げをし

てくださったしてくださった方たちを とした

比率です。よく「挙名率」と言いますよね。小選

挙区をみると、自民と立民、ともにそれほど勢い

がなく、どちらに風が吹くということもなく、あ

まり盛り上がらずに投開票日を迎えたのかなとい

う感じがします。比例代表のほうで言えば、維新

が日を追うごとに上がっていって、最終的には相

応の票を取った。どこの票を食ったかというと、

やはり、自民党票が少し食われているということ

が読み取れるかと思います。

次の〔スライド 〕は、比例代表について、

投票予定政党を年齢別にブレークダウンしたもの

です。

〔スライド 〕

公示前調査では、自民と立民が 対 で、各年

代で自民がリードしています。中盤も全く変わり

ません。若干自民が落ちて 対 だったと思うの

ですけれども、ほとんど変わらない。最後の投票

行動も、結局、立民が詰め切れないで 対 でし

た。年配のところは交差するぐらいにならないと

立民は厳しいのですが、こういう形で終わった。

比例が伸びなかったという結果は、ここからも見

てとれると思います。立憲民主党さんは、私のよ

うな直観的な分析ではなくて、科学的分析をされ

るそうですから、それを待ちたいと思います。

次に、今度は支持政党別のデータで見ていきた
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各社の出口調査では、このとき投票された方の

中で、支持政党なし層の７割が野党系の人に入れ

たということが話題になり、紙面をにぎわせまし

た。私どもの調査結果でも、投票された方たちの

中で「支持政党なし」が ％ほどおりましたけれ

ども、その方たちのうちの ％が野党系の方に入

れたとお答えになりました。下の表は、 を占

めた「支持政党なし」の人たちに、「では、来週

はどうしますか」と聞いた結果です。小選挙区に

関して野党系の候補者に入れると答えた方が多い

ですし、比例も立憲民主のほうが自民党を上回っ

てはいるのですが、まだ決めてないという人の比

率も多く、無党派層が野党系を圧倒的に支持した

補選とは別次元なのかとも読み取れます。この結

果をどう読んだらいいのか。これが、実際の選挙

期間中の参院補選における「 サーベイ」の結果

でした。

次からは、今回の衆院選で私どもがオリジナル

調査として実施した３回の「 サーベイ」の結果

です（〔スライド 〕）。

〔スライド 〕

公示は 月 日でしたけれども、公示前の 日

～ 日に、全国 選挙区それぞれの小選挙区で

「どなたに入れますか」と予定を聞きました 公

示前調査 。その回答者が 万です。 日～ 日

にも同じ調査を行いました 中盤調査 。それか

ら、 日～ 日の投票行動調査では、実際に投票

した方に「誰に入れましたか」と聞きました。

表中の数値は、候補者ごとの比率を足し合わせ

て政党別に表示した結果です。右側の二つのコラ

ムの数値、すなわち、自民党、立憲民主党、日本

維新の会に関する投票行動調査の結果と選挙結果

とがぴったり一致する。このことがお分かりいた

だけると思います。

また、「決めていない」という方が相当数い

て、今回は皆さん結構迷っていらっしゃった。特

に、小選挙区でそのことがうかがえます。

それから、括弧 内の数値を比較していた

だきたいのですけれども、これは、「決めていな

い」を除いた、誰に入れるのかという名上げをし

てくださったしてくださった方たちを とした

比率です。よく「挙名率」と言いますよね。小選

挙区をみると、自民と立民、ともにそれほど勢い

がなく、どちらに風が吹くということもなく、あ

まり盛り上がらずに投開票日を迎えたのかなとい

う感じがします。比例代表のほうで言えば、維新

が日を追うごとに上がっていって、最終的には相

応の票を取った。どこの票を食ったかというと、

やはり、自民党票が少し食われているということ

が読み取れるかと思います。

次の〔スライド 〕は、比例代表について、

投票予定政党を年齢別にブレークダウンしたもの

です。

〔スライド 〕

公示前調査では、自民と立民が 対 で、各年

代で自民がリードしています。中盤も全く変わり

ません。若干自民が落ちて 対 だったと思うの

ですけれども、ほとんど変わらない。最後の投票

行動も、結局、立民が詰め切れないで 対 でし

た。年配のところは交差するぐらいにならないと

立民は厳しいのですが、こういう形で終わった。

比例が伸びなかったという結果は、ここからも見

てとれると思います。立憲民主党さんは、私のよ

うな直観的な分析ではなくて、科学的分析をされ

るそうですから、それを待ちたいと思います。

次に、今度は支持政党別のデータで見ていきた
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いと思います。〔スライド 〕が小選挙区の投票

予定です。

〔スライド 〕

繰り返しになってしまうのですけれども、ポイン

トは自民が中盤ぐらいまで支持者をあまりまとめ

切れていないというのがあって、最終盤のところ

で危機バネが働いたと読むしかないだろうという

のが１点目。２点目は、支持政党なしが自民と立

民に割れて、立民には集中しなかったということ

が見てとれます。言い換えれば、最後まで追いつ

けなかったいというところかなと思います。

比例代表については、〔スライド 〕に示しま

した。

〔スライド 〕

小選挙区とは違って、既に決めていらっしゃると

いう方、自分の支持政党に入れるという方が最初

からそれなりにいて、そのまま最後まで行ったと

いう感じでしょうか。それから、支持政党なし

は、やはり割れていて、立民にはそれほど集中し

なかった。むしろ、この割れ方からすると、維新

に相当流れたという形になるので、先ほどの私の

見立てで、自制したという２つの流れのうち、片

方の傍証論拠になります。

３．報道機関の課題

さて、ここで終わりにできればありがたいので

すけれども、この話をしないで帰るわけにはいか

ないので。今回、情勢調査を中心に調査方法が大

きく変わった。出口調査による予測が大きく外れ

たという問題です。私は情勢調査に関わっている

ので、こちらの話を中心に言及させてください

（〔スライド 〕）。

〔スライド 〕

ひとことで言えば、情勢調査に基づく選挙予測

が戦国時代を迎えたということです。その背景の

１つとして、当然、費用対効果という問題があり

ます。残念ながら、先ずはコスト、お金の問題

で、それを抑えなければいけないというところが

一番メインに立ちはだかっています。「費用を抑

えても精度は落とすな」という無理な注文に、現

場の調査担当者、エンジニアたちはプレッシャー

を感じながら日々仕事をされている。そちらに近

い立場にいる私としては、なかなか無理筋だなと

思いながら関わっております。

情勢調査の手法としては、次のスライドでご説

明しますけれども、これまでは 調査、しかも

固定電話を対象にしてオペレーターが有人で聞く

という方法が、どこの社でも同様に採用されてい

ました。今回、この体制が崩れた。従来の方式で

おやりになったところもあるけれども、大半のと

ころは、固定電話のオペレーター方式でいくとい

うのはお止めになった。別々のいろいろな組合せ

手法、ミックスに変わった。そうなると、各社で

やり方が違うと、結果も変わってきて差が出てく
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るという意味では、戦国時代に突入したという

か、これからは結構大変な状況になるだろうと言

わざるを得ません。

それから、予測のノウハウということで、これ

をどこまで分かっていただけるのかという話です

けれども、世論調査と違って情勢調査というのは

予測が当たらなければならないので、生数字だけ

ではなくて、それをそれなりに補正していく技

術、ノウハウが必要なわけです。今までは、どち

らかというと、調査結果をもとにそれをどう補正

するのかということがメインだったわけですけれ

ども、後でお見せするように、いろいろなやり方

が採用されるようになって、ネット調査というの

も出てくると、調査の設計から始まって、結果を

どういうふうに加工するか。補正というよりもど

う加工するかということが求められます。単純な

補正にとどまらず、結果をどのように調合してい

くか、加工していくかということが１つの勝負ど

ころにもなってくると思います。ですから、ここ

は世論調査とは少し違う世界なので、どこまで理

解していただけるのかという話だと思います。

さらには、コストの問題もあるけれども、調査

方法を必然的に変えなければいけない流れ、すな

わち、社会の変化や変容に応じて、世論調査にも

ルールチェンジが必要だという話題です。今まで

は、どちらかというと、調査する側の都合や論理

で、こちらはこういうやり方でこうやっていま

す、だから科学的に世論を捕捉することができる

のですという前提が正論だったのですけれども、

そんなことを言っていたのではもはや答えをもら

えないので、対象者の方たちの社会においてどう

いう手法ならば許容されるのか、受容されるのか

ということをメインにしないと、世論調査はいつ

まで続けられるのかという状況になってきたと思

います。

私が一番感じていることは、これまで世論調査

というと、前提条件というのが重要視され、対象

者の代表性、すなわち無作為抽出という形で、確

率標本として対象者を抽出する。したがって、こ

れがそのまま有権者の縮図になるので、その結果

をもって全体を推計することの妥当性が担保され

るんだという話なのですけれども、それはサンプ

リング段階、言い換えるならば対象者のレベルに

限られる条件に過ぎない。前提条件さえ整ってい

れば回答者の品質も担保されるかというと、とん

でもない回答率になってくるので、むしろその回

答が使い物になるのかどうか、回答の品質という

か、回答の精度というか、レスポンスのほうに比

重が移ってこざるを得ないと思います。だから、

それに併せて調査方法も変えなければ無理でしょ

うということです。あえて言うと、日本の世論調

査というのは数学者の方がお作りになって、サン

プリングが金科玉条だったわけです。ですから、

設計がちゃんとしていれば対象者の抽出がしっか

り行われ、縮図になっていることが世論調査だっ

たわけですけれども、社会が変わってきて今の状

態では答えが取られなくなってきているので、こ

こはルールチェンジが必要でしょうと。世論調査

が、ようやく数学から社会科学に変わってきたと

思います。これは好ましいことかもしれません。

社会を相手にする世論調査、社会調査なのですか

ら。数学ではなく、社会科学の世界がメインにな

るべきではないか。もちろん数学が駄目だと言っ

ているのではなく、前提条件は要らないなどとも

言っているわけではありません。

もう１つ、社会に併せてということで言えば、

今、人々のコミュニケーションの形が、

から のメッセージでのやり取

りに変わってきています。それに併せて、回答者

本位の聞き方をすることが求められているのでは

ないかと思います。

次は、いかんとも説明し難い、どう説明しても

なかなか分かってもらえない話ですので、気はす

すみませんが、お話します。

今回インターネット調査で予測が行われたとい

うことで、しかも情勢調査とか選挙予測において

一番先駆的な存在である朝日新聞社さんがやられ

たということで、非常に話題になっています。私

は部外者ですから、紙面で公表されている情報以

外、どういう手法でやられたのか、よく承知して

おりません。

ただ、傍から見ていても、ネット調査に対し

て、さらには調査の方法に関して、あまりにも誤

解というか、それぞれの方が独自の解釈をされ、

それが広められていて、「えっ？」と思う場面が

多かったので、一応説明しておきたいと思いま

す。

今現在、何らかの形で行われているインターネ

ット調査は、このように分けられるのではないか

ということで、私なりに類別を作成してみました

（〔スライド － 〕）。
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るという意味では、戦国時代に突入したという

か、これからは結構大変な状況になるだろうと言

わざるを得ません。

それから、予測のノウハウということで、これ

をどこまで分かっていただけるのかという話です

けれども、世論調査と違って情勢調査というのは

予測が当たらなければならないので、生数字だけ

ではなくて、それをそれなりに補正していく技

術、ノウハウが必要なわけです。今までは、どち

らかというと、調査結果をもとにそれをどう補正

するのかということがメインだったわけですけれ

ども、後でお見せするように、いろいろなやり方

が採用されるようになって、ネット調査というの

も出てくると、調査の設計から始まって、結果を

どういうふうに加工するか。補正というよりもど

う加工するかということが求められます。単純な

補正にとどまらず、結果をどのように調合してい

くか、加工していくかということが１つの勝負ど

ころにもなってくると思います。ですから、ここ

は世論調査とは少し違う世界なので、どこまで理

解していただけるのかという話だと思います。

さらには、コストの問題もあるけれども、調査

方法を必然的に変えなければいけない流れ、すな

わち、社会の変化や変容に応じて、世論調査にも

ルールチェンジが必要だという話題です。今まで

は、どちらかというと、調査する側の都合や論理

で、こちらはこういうやり方でこうやっていま

す、だから科学的に世論を捕捉することができる

のですという前提が正論だったのですけれども、

そんなことを言っていたのではもはや答えをもら

えないので、対象者の方たちの社会においてどう

いう手法ならば許容されるのか、受容されるのか

ということをメインにしないと、世論調査はいつ

まで続けられるのかという状況になってきたと思

います。

私が一番感じていることは、これまで世論調査

というと、前提条件というのが重要視され、対象

者の代表性、すなわち無作為抽出という形で、確

率標本として対象者を抽出する。したがって、こ

れがそのまま有権者の縮図になるので、その結果

をもって全体を推計することの妥当性が担保され

るんだという話なのですけれども、それはサンプ

リング段階、言い換えるならば対象者のレベルに

限られる条件に過ぎない。前提条件さえ整ってい

れば回答者の品質も担保されるかというと、とん

でもない回答率になってくるので、むしろその回

答が使い物になるのかどうか、回答の品質という

か、回答の精度というか、レスポンスのほうに比

重が移ってこざるを得ないと思います。だから、

それに併せて調査方法も変えなければ無理でしょ

うということです。あえて言うと、日本の世論調

査というのは数学者の方がお作りになって、サン

プリングが金科玉条だったわけです。ですから、

設計がちゃんとしていれば対象者の抽出がしっか

り行われ、縮図になっていることが世論調査だっ

たわけですけれども、社会が変わってきて今の状

態では答えが取られなくなってきているので、こ

こはルールチェンジが必要でしょうと。世論調査

が、ようやく数学から社会科学に変わってきたと

思います。これは好ましいことかもしれません。

社会を相手にする世論調査、社会調査なのですか

ら。数学ではなく、社会科学の世界がメインにな

るべきではないか。もちろん数学が駄目だと言っ

ているのではなく、前提条件は要らないなどとも

言っているわけではありません。

もう１つ、社会に併せてということで言えば、

今、人々のコミュニケーションの形が、

から のメッセージでのやり取

りに変わってきています。それに併せて、回答者

本位の聞き方をすることが求められているのでは

ないかと思います。

次は、いかんとも説明し難い、どう説明しても

なかなか分かってもらえない話ですので、気はす

すみませんが、お話します。

今回インターネット調査で予測が行われたとい

うことで、しかも情勢調査とか選挙予測において

一番先駆的な存在である朝日新聞社さんがやられ

たということで、非常に話題になっています。私

は部外者ですから、紙面で公表されている情報以

外、どういう手法でやられたのか、よく承知して

おりません。

ただ、傍から見ていても、ネット調査に対し

て、さらには調査の方法に関して、あまりにも誤

解というか、それぞれの方が独自の解釈をされ、

それが広められていて、「えっ？」と思う場面が

多かったので、一応説明しておきたいと思いま

す。

今現在、何らかの形で行われているインターネ

ット調査は、このように分けられるのではないか

ということで、私なりに類別を作成してみました

（〔スライド － 〕）。
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〔スライド － 〕

１つは、確率標本を前提にした世論調査的なや

り方で、インターネットが絡む調査方法という話

です。表中の左側の手法が相当します。インター

ネットでは、有権者名簿から抽出した対象者にい

きなり聞くということはできませんので、有権者

名簿から抜いた人たちに、今までは郵送で聞いて

いたけれども郵送だけではなくて、ネットでも答

えられますという形で、回答方式を提示するとい

うやり方が行われています。

有権者名簿から抜いた方たちに事前に案内を差

し上げておいて、こちらにアクセスしてください

という形で、ネット画面に誘導するというネット

オンリーのやり方も行われています。

それから、今回、各社の情勢調査で採用した方

法に関わるところですが、電話調査においては、

固定だけではなくて携帯電話が入ってきたので、

固定と携帯のミックスになります。表中の左下の

□で囲んだ、私どものノン・スポークン調査のや

り方ですけれども、携帯電話のほうに関しては、

自動音声でお聞きして、ショートメールに誘導し

て、スマホの画面から答えてもらうというやり方

になりますので、ここでインターネットが関わっ

てくるという感じになります。 というのは

で、いわゆる有人のオペレータ

ーがインタビューする。 というのは

になります。今回行われたのはこういう形での調

査方法です。

一方で、表の右側が、世に言うネット調査とい

うものの類型になります。これらは当然確率標本

ではないので、ノン・プロバビリティサンプルと

いうことになるのですけれども、ネット調査とい

われる代表例を大体ここに挙げたつもりです。１

つは、モニター型というか、パネル型というか、

リサーチ会社さんが調査対象者を自分で募られ

て、モニターとして登録している人たちに調査す

るというやり方です。マーケティング調査の多く

はこの方法でずっと実施されてきました。

正確なのかどうか分かりませんけれども、それ

以外で言えば、ソーシャル系、ポータル系に分け

られるのかなと。前者は、いわゆるコミュニケー

ション系サイトですし、後者は検索系サイトなの

で、分けてみました。あとは、最近、研究者の方

たちが、例えばご自分で何かのサイトでクラウド

ソーシングという形でおやりになったり、就職サ

イトみたいなところに登録されている方を対象に

調査をやったりしているのですが、このように分

けられる。世に言うネット調査というのは、右側

のことを指しているのだと思います。

さて、我々のノン・スポークン調査を除き、各

社さんが行っている現行の世論調査、定例の内閣

支持とか政党支持調査は、表中一番下の欄外、

で掲げたやり方です。固定電話と携帯電話をミ

ックスして、なおかつ両方ともインタビュー方式

ですからオペレーターが直に聞くということにな

ります。私が知る限り、今回の衆院選の情勢調査

では、ほとんどの社がこのやり方を採用しません

でした。

したがって、従来の世論調査とは違うやり方で

情勢調査が行われたというのが、今回の最も大き

な特徴だと思います。読売・日経連合さんがやら

れたのもこれだと思います（表中左下の□内）。

紙面で見る限りなので確定的なことは言えません

けれども、この形式だと思います。それから、私

どもが受託した、共同・毎日さんがやられた序盤

情勢調査は、この形になります。それに対して、

朝日新聞社さんがやられたのは、表中右側の□の

手法になります。そういう意味では、非常に画期

的な手法が取られた。そのパフォーマンスに関し

てどのように自己評価されるのかは分かりません

が、いずれも今の定例で採用している世論調査手

法ではないということです。

最後にもう１つ、私どもが実施している「 サ

ーベイ」はどこに該当するのかという問題です。

なかなか定義しにくいのですが、我々はこのよう

に位置づけています。確かに、プレミアパネルで

すから確率標本ではないのですけれども、全国に

万人いらっしゃる。ほぼ半分。それも全国

均等に分布している。有権者の縮図になってい

る。その中からランダムサンプルで対象者を募る
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ということからすると、確率標本的でもある。し

たがって、「 サーベイ」は両方にまたがる。つま

り、どういうことかというと、次元が違う、平面

上にはない調査手法ということになります（〔ス

ライド － 〕）。

〔スライド － 〕

分かっていただけたかどうか、不安ではあります

が、ご質問があればお答えします。

そろそろ時間が来ましたので、これで一旦終わ

ろうと思います。ご清聴ありがとうございまし

た。 以下、質疑応答は省略

※ 会見の模様は、日本記者クラブから

の動画により配信されている。
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